
開催日：2012年12月1日（土）
会場：日経ホール（東京都千代田区大手町1-3-7 日経ビル）

2012年12月1日に開催された日本経済新聞社 主催 個人投資家向け会社
説明会に参加いたしました。
当日は約500名の個人投資家の皆様が来場され、当社のテーマとしては、新
第7次中期経営計画（STEP1000）を中心として、会社概要、当社の特徴と強み
などを説明いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。

日本経済新聞社 主催 個人投資家向け会社説明会（2012年12月1日）



個人投資家向け会社説明会

2012年12月1日

サンワテクノス株式会社
URL：http://www.sunwa.co.jp/
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本資料取扱い上の注意点

・この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績

に関する予想見通しの記述が含まれています。

・これらの記述は、現時点における情報に基づき判断した

ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、

新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

・従いまして、実際の業績等が、記載の予想数値と異なる

可能性がありますことをご承知おき下さい。
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－ 内容 －

１．会社概要
２．沿革
３．経営理念
４．当社の特徴と強み
５．新第７次中期経営計画（ STEP1000 ）について
６．業績について
７．株価の推移について
８．株主様への利益還元について
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社名 サンワテクノス 株式会社

(SUN-WA TECHNOS  CORPORATION)

設立 １９４９年１１月４日

資本金 １９億３,５００万円 (２０１２年９月末日現在）

従業員 単体４５６名

連結８０３名 (２０１２年９月末日現在）

事業内容 産業用エレクトロニクス、メカトロニクス関連
の装置・機器・部品を取り扱う技術専門商社

社名の由来：サンはSUN(太陽)に通じ、社運の隆盛をイメージし、英文社名の「SUN-WA」は太陽に因
んだものです。当社は創業以来「お取引先様・株主様・社員」の三者の和(バランス)を追求し、発展し
たいという考えと電機・電子・機械の３つの事業をバランスよく成長、発展させたいという想いも込めら
れています。

１．会社概要 4



２．沿革 5

1949年11月 会社設立（旧社名 山田工業㈱）

1982年 5月 日本証券業協会に株式を店頭登録

1995年 5月 サンワテクノスシンガポール設立（海外1拠点目）

2003年 4月 東証二部上場

2005年 3月 東証一部上場

2009年10月 東京西支店を開設

2012年10月 上海サンワテクノス 天津事務所を開設（海外18拠点目）

2007年12月 上海メカトロセンター開設（2010年11月機能拡大）

2001年12月 上海サンワテクノス開設

1993年 4月 サンワテクノス㈱へ社名変更

1998年 4月 サンワテクニックヨーロッパ（現サンワテクノスヨーロッパ）開設

1998年 7月 サンワテクノスアメリカ開設



３．経営理念

価値の創造 国際サービス

顧客第一主義

【顧客第一主義】

顧客第一主義に徹し、現場密着に
よって、真に求められている機能を

とらえ、最適な商品・技術・ソリュー
ションを迅速に提供します。

【価値の創造】

最前線のニーズと最先端の技術情報。
これらを的確に捉え、独自の提案と
技術力に基づく新たな価値を創造
します。

【国際サービス】

グローバルネットワークを駆使し、お
客様へ高付加価値のサービスを提供
するとともに、優良商品の発掘、情報
発信を行います。

社是 ： 人を創り 会社を興し 社会に尽くす
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ＡＣサーボモータ、プログラマブルコント

ローラ（PLC）、リニアモータ他各種モータ、
インバータ、マシンコントローラ、マシンビ
ジョンシステム、半導体製造装置用ク
リーンロボット・真空ロボット、パワーコン
ディショナ、受変電設備及び工事等

■主要取扱い商品

■主要顧客

キヤノングループ、ニコングループ、パナソニックグループ、
㈱島精機製作所、ブリヂストングループ、富士フイルムグループ、
ヤマハ発動機グループ

電機部門 モーションコントロール、機械装置システムの高付加価値化
を実現するメカトロ関連ビジネスを展開。

＜ ACサーボモータ、PLC＞

４－① 電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社

４．当社の特徴と強み 7



電 源 、 コ ネ ク タ 、 半 導 体 、 セ ン サ 、
小 型 フ ァ ン 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー
ド ） 、 Ｌ Ｃ Ｄ （ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ） 、 産
業 用 パ ソ コ ン 、 Ｃ Ｐ Ｕ ボ ー ド 、 メ モ リ
モ ジ ュ ー ル 等

■主要取扱い商品

■主要顧客

安川電機グループ、三菱電機グループ、パナソニックグループ、
デンソーグループ、富士電機グループ、ダイヘングループ、
㈱京三製作所、オムロングループ、 ㈱アマダ、オークマ㈱

４－① 電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社

＜LED、フォトセンサ＞

４．当社の特徴と強み

電子部門
デザイン・インから製品の量産化まで、きめ細かく対応する
電子部品関連ビジネスを展開。
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大日本スクリーン製造グループ、旭硝子グループ、ブリヂストン
グループ、三菱製紙㈱、富士フイルムグループ

半導体関連製造設備、産業用ロボット、
液晶・パネル搬送用クリーンロボット、基
板関連装置、物流搬送装置、バルブコン
トロール装置、風水力機器、空調・厨房
設備、環境保護機器及び装置、各種検
査装置、医療機器等

■主要取扱い商品

■主要顧客

機械部門
クリーンロボットや物流搬送システム、各種検査装置などの
生産設備関連ビジネスを展開。

４－① 電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社

４．当社の特徴と強み 9

＜物流搬送装置、産業用ロボット＞



産業界の最新動向を仕入先メーカーにいち早く情報提供

４．当社の特徴と強み

４－① 電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社

電子部品メーカー

電気機器メーカー
設備機械メーカー
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電子部門ビジネス

電機部門ビジネス

機械部門ビジネス



顧客(約3,000社)

仕入先(約1,600社)

C社

D社
B社

E社A社

販売

仕入

販売

仕入
販売

仕入

仕入

販売
サンワテクノス

４－② 双方向取引による密接な信頼関係と強い協力関係

４．当社の特徴と強み 11

顧客であると同時に仕入先でもある大手企業と多数取引しています。



シカゴ

サウスカロライナ

東京
台北

台南

シンガポール

大連瀋陽

上海上海メカトロセンター

蘇州

杭州

深圳広州

香港

バンコク

クアラルンプール

フランクフルト

天津

４．当社の特徴と強み

４－③ サンワ・グローバルネットワークを活用して、顧客のニーズに応えます。
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従業員数・・・・・・・803名
（内訳）
国内・・・・・・・・・・・456名
国内関連会社・・・102名
海外関連会社・・・245名

（2012年9月末現在）

国内：２３拠点

海外関連会社：９社 （１８拠点）

国内関連会社：３社
・サンワテスコム 株式会社

（制御機器・システムの設計、製作、販売 ）
・サンワトリニティ 株式会社

（空調設備などの設計、施工、販売）
・サンワロジスティック 株式会社

（物流）



日本 中国
ASEAN

アメリカ

ヨーロッパ

その他の
アジア

４．当社の特徴と強み

４－④ デザイン・インから量産まで サンワ・グローバルネットワークで一貫サポートします。

上海、広州、大連、蘇州、
杭州、瀋陽、天津、深圳

シカゴ、サウスカロライナ

シンガポール、
マレーシア、タイ

ドイツ
（フランクフルト）

香港、台湾（台北・台南）

物流 IN-OUT
OUT-IN
OUT-OUT

デザイン・イン
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• ２０１３年３月期 連結売上高１，０００億円にする

• グローバルネットワークの活用

（海外ビジネスの拡充と国内子会社との連携強化）

• 筋肉質の組織づくり（収益力向上）

５．新第７次中期経営計画(STEP1000)について ５－① 方針・目標 14

方針

目標

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期

売上高 ７４０億円 ８６０億円 １，０００億円

営業利益 １３．５億円 ２２．５億円 ３３．５億円

経常利益 １５億円 ２４億円 ３５億円

当期純利益 ８．５億円 １３．５億円 ２０億円

ＲＯＡ（総資産利益率） ３％以上 ３％以上 ３％以上

「STEP1000」（Sunwa Total Evolution Plan 1000）

サンワテクノスグループの総合力で進化を続け、

連結売上高1,000億円の早期実現を図る。

【連結ベース】 （2010年5月策定）



５－③ 重点施策

電機部門・電子部門・機械部門・海外拠点の拡大とグループ各社
の連携による相乗効果を活用し、総合力を発揮できる販売組織
の強化拡充

新人事制度・評価制度の確立による人事の活性化、人材育成へ
の注力

新規市場への開拓と業務効率化による収益力向上

成長市場（新エネルギー等環境事業の分野、ロボット等省力化の
分野、新興国での事業推進、介護・医療分野）への注力による業
容の拡大

グローバルな物流機能の整備強化（コストダウンの追求）

５．新第７次中期経営計画(STEP1000)について

人事

市場

収益

物流

組織
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• 成長市場をターゲットとしたビジネスを新たな
収益の柱に育てる。

（新エネルギー、省エネ、医療、 ロボット分野、新興国
への事業推進）

• 海外拠点と連携を強化し、海外事業の売上高
比率40％を目指す。

• 国内子会社と連携強化を図り、サンワテクノス
グループとして付加価値の向上を目指す。

営業戦略

５－④ 営業戦略

５．新第７次中期経営計画(STEP1000)について 16



発電 集電 系統連系交流変換

太陽光パネル

接続箱 集電箱

パワー
コンディショナ 蓄電池・蓄電池盤

系統連系キュービクル

AB、C、D

E

国内子会社との連携強化の一例
A：ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ（サンワテクノス納入）＋屋外収納盤（サンワテスコム製造）
B：観測機器（サンワテクノス納入）
C：計測・表示機器（サンワテクノス納入）
D：接続・集電箱（サンワテスコム製造）
E：機器設置工事（サンワトリニティ、サンワテスコム施工）

【太陽光発電システム】

新エネルギー分野

17５．新第７次中期経営計画(STEP1000)について ５－④ 営業戦略



メガソーラー発電所（宮崎市広原） 年間発電量 118万kwh
「再生可能エネルギー発電設備」認定 11月27日より売電開始



宮崎を元気に！
○宮崎県産材「おび杉」を太陽光パネル架台に使用
○宮崎県誘致企業のソーラーフロンティア製太陽光パネル使用地産地消

パワーコンディショナ
（当社納入）
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【省人・省力化①】

ロボット等省力化の分野

ロボット導入例
・大手ゼネコン殿、安川電機殿、当社の３社で震災現場・建築現場向けロボットの共同開発
・食品・薬品工場、おもちゃ工場、タイヤ工場など各種製造現場における自動化・省力化

５．新第７次中期経営計画(STEP1000)について ５－④ 営業戦略

段ボール箱の組立作業を行うロボット

・人の腕と同じサイズのスリムアームと７つの関節を有
する。

・人と同等の大きさのため、設備・レイアウトを変えずに
人手作業の自動化が可能。

・近年、中国では賃金の高騰や労働力不足から、生産
設備の自動化が進んできている。今後の成長市場と
して注目している。

生産ラインへのロボットの導入例
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【省人・省力化②】

ロボット等省力化の分野

作業中の汎用ヒト型ロボット≪まほろ≫

５．新第７次中期経営計画(STEP1000)について ５－④ 営業戦略

汎用ヒト型ロボット≪まほろ≫
独立行政法人 産業技術総合研究所、安川電機、当社で事業推進

＜特徴＞
・人間と同レベル、あるいはそれ以上の精度とスピード
・コンパクトなワーキングスペース（人間と同じ）
・汎用性が高く、様々な作業が可能
・過酷な環境でも動作可能 （真空、高温、低温など）
・危険な作業（ウイルスなどの取り扱い）の無人化が可能

製薬会社、バイオベンチャー、検査会社、病院などからの需要が期待できる。



電動介護ベッド
写真提供：パラマウントベッド㈱殿

・放射線治療装置
・歯科用レントゲン
・歯科用ＣＴスキャン
・電動介護ベッド
・肺機能低下患者向け酸素濃縮装置
・人工透析機

など

放射線治療装置
写真提供：三菱重工業㈱殿

歯科用レントゲン
写真提供：朝日レントゲン工業㈱殿

納入品：サーボモータ、電源、ノイズフィルタ、
コンデンサ、ハーネス 等

【介護・医療機器】

介護・医療の分野

20５．新第７次中期経営計画(STEP1000)について ５－④ 営業戦略



2013年3月期 第２四半期 連結業績
（単位：百万円）

前第2四半期
累計期間

当第2四半期
累計期間

増減額
前年同四半期

増減率

売上高 46,088 40,635 △5,453 △11.8％

営業利益 1,846 1,114 △732 △39.7％

経常利益 1,791 1,203 △587 △32.8％

四半期純利益 1,106 704 △401 △36.3％

1株当たり
四半期純利益

86.38円 55.02円 ― ―

21６．業績について ６－① 連結業績



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

07/3月期 08/3月期 09/3月期 10/3月期 11/3月期 12/3月期 13/3月期

（予想）

10,570

14,204 13,823
10,907

17,488
22,002 22,500 合計

タイ

マレーシア

シンガポール

台湾

深圳

香港

上海

ヨーロッパ

アメリカ

10% 2%

76%

12%

北米

欧州

中国

その他のアジア

・・・アメリカ

・・・ヨーロッパ

・・・上海、香港、深圳

・・・シンガポール、台湾、マレーシア、タイ

（単位：百万円）

その他の
アジア

北米

欧州

中 国

海外売上構成
（2013年3月期 第2四半期累計）

11.6%      15.5%     18.1 %  19.7%    20.5 %   24.5% 26.2％
海外事業の
売上高比率

６．業績について ６－②海外現地法人売上高推移 22

過去最高の予想



2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期

売上高 ７４０億円 ８６０億円 １，０００億円

営業利益 １３．５億円 ２２．５億円 ３３．５億円

経常利益 １５億円 ２４億円 ３５億円

当期純利益 ８．５億円 １３．５億円 ２０億円

ＲＯＡ（総資産利益率） ３％以上 ３％以上 ３％以上

850

1,350

2,000

1,694 1,975 1,500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

11/3期 12/3期 13/3期

74,000
86,000

100,000

85,283 89,706 86,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

11/3期 12/3期 13/3期

1,500

2,400

3,500

2,875 3,403 2,500

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

11/3期 12/3期 13/3期

■売上高 ■経常利益 ■当期純利益 (単位：百万円）

新第７次中期経営計画目標

(単位：百万円） (単位：百万円）

注：緑色グラフは実績。13/3期は予想です。

23６．業績について ６－③STEP1000目標数値と業績推移



267,200

227,600

316,200
298,600

476,300

550,500

294,600
337,700

194,300
156,800

235,800

276,200

353,900

251,500
271,400

164,700
202,000

150,800
166,600

114,500

141,400

104,900

692 730 
684 676 

799 
885 893 

755
710 671 

624 
687 

739 
791 821 787 

680 661 701 
659 644 

594 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

2011年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2012年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

出来高 当社株価

100.0 
105.4 

98.8 97.6 

115.4 

127.9 128.9 

109.0 102.6 

96.9 
90.2 

99.2 106.7 

114.2 118.5 
113.7 

98.2 

95.4 
101.2 

95.1 92.9 
85.8 100.0 

103.8 

95.3 96.2 94.7 95.9 96.0 
88.6 

84.9 85.3 83.1 83.1 84.2 
90.3 

97.3 94.0 
86.4 84.4 85.6 87.4 87.4 86.2 

60

80

100

120

140

2011年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2012年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

当社株価 日経平均株価

（単位：円） （出来高）
※当社株価、日経平均株価は一ヶ月間の平均株価当社株価推移表

日経平均株価推移との比較（2011年1月時点の株価を基準（100）とした比較）

24７．株価の推移について



配当金の推移（個別）

※当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展状
況により増配や株式分割などを実施して行くことを基本方針としています。
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期
1株当たり

当期純利益
配当性向 中間 期末 年間

08年3月期 63.02円 31.7% 10円 10円 20円

09年3月期 ▲24.89円 ― 10円 10円 20円

10年3月期 ▲26.10円 ― 10円 10円 20円

11年3月期 99.94円 20.0% 10円 10円 20円

12年3月期 113.41円 17.6% 10円 10円 20円

13年3月期
（予想）

78.08円 25.6% 10円 10円 20円

８．株主様への利益還元について



以上のように、高い成長性・収益性・安定性を求めて
経営に努力してまいりますので、
今後も一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。
ご清聴、ありがとうございました。
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